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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】プッシュタイプおよびスクリュータイプの端子
間において、搭載されるプリント配線基板の共通化を図
る。
【解決手段】スピーカ端子の取付けベース１は、プッシ
ュ及びスクリューの両タイプのコネクタを取付け可能で
ある。取付けベース１には、貫通穴１２１１付き端子部
１２１が固定されるコネクタ固定用ボス部１１１が形成
され、コネクタ固定用ボス部１１１には、端子部１２１
の貫通穴１２１１につながる貫通穴１１１２が形成され
ている。貫通穴１１１２は大径部１１１２１と小径部１
１１２２とを有する。スクリュータイプのコネクタを取
り付ける場合、コネクタの雄ネジ部を軸方向に送るナッ
トが端子板１２の取付け前に大径部１１１２１に回転不
能に収容される。プッシュタイプのコネクタを取り付け
ると、小径部１１１２２の内周に形成された平坦面１１
１２３がコネクタの平坦面と面接触して、コネクタの回
転を阻止する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部から挿入されたケーブルと端子部材とを電気的に接続するための２つのコネクタが
取り付けられる端子用取付けベースであって、
　前記２つのコネクタ各々に対応付けられて設けられた２つの前記端子部材と、
　前記端子部材が固定される端子固定部を前記端子部材ごとに有し、前記コネクタとして
、スクリュータイプおよびプッシュタイプのコネクタを取付け可能なハウジングと、を備
え、
　前記端子部材各々には、貫通穴が形成され、
　前記ハウジングの各端子固定部には、前記端子部材の貫通穴につながる段付き貫通穴が
形成され、
　前記段付き貫通穴は、
　前記スクリュータイプのコネクタの金属部材が前記端子部材の貫通穴を介して前記端子
固定部の前記段付き貫通穴に挿入された場合に、当該金属部材に形成されたネジ部と螺合
して、前記ケーブルを前記端子部材に押し当てる方向あるいは前記端子部材から引き離す
方向に前記コネクタを送るナットが収容される第一の穴部と、
　前記プッシュタイプのコネクタの金属部材が前記端子部材の貫通穴を介して前記端子固
定部の前記段付き貫通穴に挿入された場合に、当該金属部材に形成された被回り止め部に
接触して、当該コネクタの回転を阻止する回り止め部が内壁に形成された、前記第一の穴
部よりも小径な第二の穴部と、を有する
　ことを特徴とする端子用取付けベース。
【請求項２】
　請求項１記載の端子用取付けベースであって、
　前記プッシュタイプおよびスクリュータイプのコネクタは、前記金属部材の一方の端部
を覆う樹脂部を備え、
　前記ハウジングは、前記ケーブルを挿入するためのケーブル挿入口が形成され、前記端
子固定部の周りを囲む樹脂製のカバーを備え、
　前記樹脂製のカバーは、前記金属部材の他方の端部が前記端子部材の貫通穴を介して前
記端子固定部の前記段付き貫通穴に挿入された場合に、前記樹脂部から突き出した金属部
の回りを囲む
　ことを特徴とする端子用取付けベース。
【請求項３】
　請求項２記載の端子用取付けベースであって、
　前記カバーのケーブル挿入口は、前記２つのコネクタが並ぶ方向に対して略垂直な方向
に向けられる
　ことを特徴とする端子用取付けベース。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか一項に記載の端子用取付けベースと、
　前記端子用取付けベースに取り付けられた、プッシュタイプまたはスクリュータイプの
コネクタと、を備える
　ことを特徴とする端子。
【請求項５】
　請求項４に記載の端子を複数備え、
　前記複数の端子は、前記コネクタのカバーのケーブル挿入口が上方を向くように一列に
配置されている
　ことを特徴とするオーディオ機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オーディオアンプ、オーディオレシーバ等のオーディオ機器のスピーカ端子
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としての利用に適した端子に係り、特に、プッシュタイプおよびスクリュータイプのいず
れのタイプのコネクタにも利用可能な端子の構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　オーディオアンプ、オーディオレシーバ等のオーディオ機器のリアパネル等に配置され
るスピーカ端子として、シャフトの外周面に形成された雄ネジ部と雌ネジとの締結により
、スピーカケーブルを端子部品に押圧するスクリュータイプのスピーカ端子、および、端
子部品と電気的に接続するスタッドのケーブル挿入穴に挿入されたスピーカケーブルを、
圧縮されたスプリングの復元力でケーブル挿入穴の内壁に押し当てるプッシュタイプのス
ピーカ端子が知られている。
【０００３】
　例えば、特許文献１にはスクリュー式のスピーカ端子が記載されている。このスピーカ
端子は、外周面に雄ネジが形成されたシャフトを有するコネクタ部と、コネクタ部のシャ
フトの雄ネジが締結される雌ネジが内周面に切られた底付き筒状の端子部品と、端子部品
がはめ込まれて固定される筒状部が形成されたハウジングと、を備えている。
【０００４】
　ハウジングの筒状部およびこの筒状部にはめ込まれた端子部品には、ハウジングの筒状
部の外部から端子部品の内部スペースにつながるケーブル差し込み口が形成されており、
ケーブルの先端部は、このケーブル差し込み口から差し込まれて端子部品の内部スペース
に収容される。そして、シャフト先端の圧接面は、シャフト外周面の雄ネジと端子部品内
周面の雌ネジとの締め込みによって端子部品の底面に向かって進行し、端子部品の内部ス
ペースに収容されたケーブルの先端部を端子部品の底面に押し当てる。
【０００５】
　一方、特許文献２にはプッシュ式のスピーカ端子が記載されている。このスピーカ端子
は、平板状のハウジングと、ハウジングの表面に取り付けられた板状の端子部材と、端子
部材を挟んでハウジングの表面に取り付けられたプッシュ式のコネクタ部と、を備えてい
る。プッシュ式のコネクタ部は、一方の端部に端子部材が電気的に接続されたケーブル挿
入穴付きスタッドと、スタッドの他方の端部にかぶせられたケーブル挿入口付きキャップ
と、を有しており、一般に、スプリングを圧縮しながらスタッドに押し込まれたキャップ
のケーブル挿入口を介してスタッドのケーブル挿入穴に挿入されたスピーカケーブルの端
部が、スプリングの復元力によるキャップの押し戻しでスタッドのケーブル挿入穴の内壁
に押し付けられるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－１２７８２３号
【特許文献２】特開２００７－１３５０４３号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　例えば、仕向け、クラス等、製品モデルの区分ごとに、採用されるスピーカ端子のタイ
プが異なることがある。ところが、スクリュータイプのスピーカ端子とプッシュタイプの
スピーカ端子とは、それぞれが専用のハウジングを備えており、共通のプリント配線基板
（ＰＣＢ）に接続できないことが多い。したがって、異なる区分の製品モデル間でＰＣＢ
コンパチブルの設計を行うことができないため、設計効率が低下する。また、異なる区分
の製品モデル間でＰＣＢを共通化することができないため、製造コストが増加する。
【０００８】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、その目的のひとつは、プッシュタイプ
およびスクリュータイプの端子間において、搭載されるプリント配線基板の共通化を図る
ことにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するため、本発明の端子用取付けベースは、
　外部から挿入されたケーブルと端子部材とを電気的に接続するための２つのコネクタが
取り付けられる端子用取付けベースであって、
　前記２つのコネクタ各々に対応付けられて設けられた２つの前記端子部材と、
　前記端子部材が固定される端子固定部を前記端子部材ごとに有し、前記コネクタとして
、スクリュータイプおよびプッシュタイプのコネクタを取付け可能なハウジングと、を備
え、
　前記端子部材各々には貫通穴が形成され、
　前記ハウジングの各端子固定部には、前記端子部材の貫通穴につながる段付き貫通穴が
形成され、
　前記段付き貫通穴は、
　前記スクリュータイプのコネクタの金属部材が前記端子部材の貫通穴を介して前記端子
固定部の前記段付き貫通穴に挿入された場合に、当該金属部材に形成されたネジ部と螺合
して、前記ケーブルを前記端子部材に押し当てる方向あるいは前記端子部材から引き離す
方向に前記コネクタを送るナットが収容される第一の穴部と、
　前記プッシュタイプのコネクタの金属部材が前記端子部材の貫通穴を介して前記端子固
定部の前記段付き貫通穴に挿入された場合に、当該金属部材に形成された被回り止め部に
接触して、当該コネクタの回転を阻止する回り止め部が内壁に形成された、前記第一の穴
部よりも小径な第二の穴部と、を有する。
【００１０】
　また、本発明の端子は、
　上述の端子用取付けベースと、
　前記端子用取付けベースに取り付けられた、プッシュタイプまたはスクリュータイプの
コネクタと、を備える。
【００１１】
　また、本発明のオーディオ機器は、
　上述の端子を複数備え、
　前記複数の端子は、前記コネクタのカバーのケーブル挿入口が上方を向くように一列に
配置されている。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、プッシュタイプおよびスクリュータイプのいずれのタイプのコネクタ
も共通のハウジングに取付け可能としたため、プッシュタイプおよびスクリュータイプの
端子間において、搭載されるプリント配線基板の共通化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１（Ａ）は、本発明の一実施の形態に係るスピーカ端子１００Ａ、１００Ｂの
取付けベース１の外観図であり、図１（Ｂ）は、図１（Ａ）に示す取付けベース１の正面
図であり、図１（Ｃ）は、図１（Ｂ）に示す取付けベース１のＡ－Ａ断面図である。
【図２】図２（Ａ）は、本発明の一実施の形態に係るプッシュタイプのスピーカ端子１０
０Ａの外観図であり、図２（Ｂ）は、スピーカ端子１００Ａにおけるプッシュタイプのコ
ネクタ２の取付け部の断面図である。
【図３】図３（Ａ）は、本発明の一実施の形態に係るスクリュータイプのスピーカ端子１
００Ｂの外観図であり、図３（Ｂ）は、スピーカ端子１００Ｂにおけるスクリュータイプ
のコネクタ３の取付け部の断面図である。
【図４】図４（Ａ）は、オーディオ機器のリアパネル７内におけるスピーカ端子１００Ａ
、１００Ｂのレイアウトの一部を示した図であり、図４（Ｂ）は、スピーカ端子１００Ａ
、１００Ｂのリアパネル７への取付けを説明するための図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の一実施の形態について、図面を参照して説明する。ここでは、スピーカ
端子への適用例を挙げることとする。
【００１５】
　本実施の形態に係るスピーカ端子は、プッシュタイプのコネクタ２とスクリュータイプ
のコネクタ３との選択的な取付けによって、プッシュタイプおよびスクリュータイプ（バ
インディングポストタイプ）のいずれのタイプのスピーカ端子１００Ａ、１００Ｂとして
も利用可能である。具体的には、本実施の形態に係るスピーカ端子１００Ａ、１００Ｂは
、プッシュタイプおよびスクリュータイプの双方のタイプのコネクタ２、３を取付け可能
な取付けベース１を有している。そこで、プッシュタイプのスピーカ端子１００Ａおよび
スクリュータイプのスピーカ端子１００Ｂの共通部品となる取付けベース１の構成を説明
してから、それぞれのタイプのスピーカ端子１００Ａ、１００Ｂの全体構成について説明
する。
【００１６】
　図１（Ａ）は、本実施の形態に係るスピーカ端子１００Ａ、１００Ｂの取付けベース１
の外観図であり、図１（Ｂ）は、図１（Ａ）に示す取付けベースの正面図であり、図１（
Ｃ）は、図１（Ｂ）に示す取付けベース１のＡ－Ａ断面図である。
【００１７】
　図示するように、取付けベース１は、２つの端子板１２と、不図示の３本のラグ（２本
の端子用ラグ、１本のアース用ラグ）と、これらの金属部材が固定されたハウジング１１
と、を有している。
【００１８】
　２つの端子板１２は、それぞれ、矩形状の端子部１２１と、端子部１２１の両端から延
びた２本の脚部１２２と、を一体的に有している。
【００１９】
　端子部１２１は、ハウジング１１のコネクタ固定用ボス部１１１の端面に配置される。
この端子部１２１には、プッシュタイプのコネクタ２のスタッド２１（図２参照）または
スクリュータイプのコネクタ３のネジ部３１２（図３参照）の挿入穴１２３として、ハウ
ジング１１のコネクタ固定用ボス部１１１に形成された段付き貫通穴１１１２につながる
貫通穴１２１１が形成されている。
【００２０】
　２本の脚部１２２は、端子部１２１から折り曲げられて、ハウジング１１のコネクタ固
定用ボス部１１１に形成された端子挿入用スロット１１１１内に挿入される。各脚部１２
２には、それぞれ、端子部１２１側に開いたコの字状の切り込みが入れられており、この
切り込みに囲まれた帯状部分を湾曲させることによって係止爪１２４が形成されている。
後述するように、端子挿入用スロット１１１１内へ脚部１２２が挿入されると、この係止
爪１２４が、この端子挿入用スロット１１１１の内壁面に形成された溝１１１３の端面に
当接し、２つの端子挿入用スロット１１１１からの脚部１２２の抜け出しが阻止される。
これにより、ハウジング１１のコネクタ固定用ボス部１１１の端面に端子部１２１が固定
される。
【００２１】
　ハウジング１１は、板状のハウジング本体１１０と、ハウジング本体１１０の一方の面
（裏面）に形成されたスナップフィット部１１３と、ハウジング本体１１０の他方の面（
表面）に形成された２つのコネクタ固定用ボス部１１１と、各コネクタ固定用ボス部１１
１の周りを囲む筒状のカバー部１１２と、を一体的に有している。さらに、すべては図示
していないが、３本のラグを固定するため、ラグごとに、ラグの一方の端部（端子板１２
に接続される端部）を固定するためのラグ固定用ボス部１１４、および、ＰＣＢのホール
孔のレイアウトに応じて定まる位置にラグの他方の端部（ＰＣＢのホール孔に接続される
端部）を位置付ける二股のラグ保持部１１５が、ハウジング本体１１０の裏面に一体的に
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形成されている。
【００２２】
　ハウジング本体１１０は、その表面がオーディオ機器のリアパネルの裏面と対向するよ
うに、オーディオ機器の筐体内の所定の位置に配置される。スナップフィット部１１３が
例えばＰＣＢに形成された所定の係止穴にはめ込まれ、さらにＰＣＢがオーディオ機器の
筐体内の所定の位置に取り付けられることにより、ハウジング本体１１０は、この姿勢で
オーディオ機器の筐体に固定される。
【００２３】
　２つのコネクタ固定用ボス部１１１の端面には、ハウジング本体１１０の裏面までつな
がる段付き貫通穴１１１２と、段付き貫通穴１１１２を挟んで対向する２つの端子挿入用
スロット１１１１と、が形成されている。
【００２４】
　段付き貫通穴１１１２は、端子部１２１の貫通穴１２１１よりも大径の大径部１１１２
１と、大径部１１１２１よりもハウジング１１０の裏面側に位置する小径部１１１２２と
、を有している。スクリュータイプのコネクタ３を取付けベース１に取り付ける場合、コ
ネクタ３の雄ネジ部３１２を軸方向に送るためのナット５が、端子板１２の取付け前に大
径部１１１２１内に収容される（図３参照）。ここで、大径部１１１２１の内周面には、
例えば、ナット５の外周に形成された６つの平坦面のうちの少なくとも１つの平坦面に対
向する平坦面が形成されており、この平坦面とナット５の外周の平坦面との面接触によっ
て、大径部１１１２１内におけるナット５の回転が阻止される。一方、小径部１１１２２
の内周には、軸方向に沿って回り止め用の平坦面１１１２３が形成されている。プッシュ
タイプのコネクタ２を取付けベース１に取り付ける場合、コネクタ２の固定部２１１２が
小径部１１１２２に圧入され、これによりハウジング本体１１０の裏面側に突き出したコ
ネクタ２のネジ部２１２にナット４が締結される。このとき、小径部１１１２２の内周の
平坦面１１１２３は、プッシュタイプのコネクタ２の固定部２１１２の外周に形成された
平坦面２１１５に面接触し、ハウジング本体１１０に対するプッシュタイプのコネクタ２
の回転が阻止される（図２参照）。
【００２５】
　各端子挿入用スロット１１１１の内壁面のうち、端子板１２の脚部１２２の係止爪１２
４に対向する壁面には、端子挿入用スロット１１１１内部の位置から端子板１２の脚部１
２２の挿入方向（ハウジング本体１１０の裏面側）に向かう溝１１１３が形成されている
。端子板１２の２本の脚部１２２がそれぞれ端子挿入用スロット１１１１に挿入されると
、各脚部１２２の係止爪１２４は、端子挿入用スロット１１１１の幅にあわせて平坦に弾
性変形するが、端子挿入用スロット１１１１の内壁の溝１１１３の位置に到達すると、こ
の溝１１１３の深さ分だけ立ち上がる。これにより、２本の脚部１２２の係止爪１２４が
溝１１１３の端部に当接し、２つの端子挿入用スロット１１１１からの脚部１２２の抜け
出しが阻止される。これにより、ハウジング１１のコネクタ固定用ボス部１１１の端面に
端子部１２１が固定される。
【００２６】
　各カバー部１１２には、それぞれ、コネクタ固定用ボス部１１１の並びに対してほぼ垂
直な方向に向かって開口した２つのケーブル挿入口１１２１が、コネクタ固定用ボス部１
１１を挟んで対向する位置にあけられている。プッシュタイプおよびスクリュータイプの
いずれのタイプのコネクタ２、３のケーブル挿入部もこのカバー部１１２の内側に配置さ
れるため、スピーカケーブルの芯線は、このカバー部１１２のケーブル挿入口１１２１を
介してコネクタ２、３のケーブル挿入部に挿入される。
【００２７】
　３つのラグ固定用ボス部１１４のうちの１つのラグ固定用ボス部１１４には、ハウジン
グ本体１１０の表面からラグ固定用ボス部１１４の端面まで貫通したネジ穴１１４１が形
成されている。また、このラグ固定用ボス部１１４の端面には、このネジ穴１１４１に交
わるラグ挿入用スロット（不図示）が形成されており、このラグ挿入用スロット内にアー
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ス用ラグの一方の端部がはめ込まれている。オーディオ機器のリアパネル７に形成された
貫通穴に挿入されたネジ６（図４参照）を、このネジ穴１１４１に締結することによって
、ハウジング本体１１０がオーディオ機器のリアパネル７の裏側に固定されるとともに、
アース用ラグの一方の端部がネジ穴１１４１内部でネジの先端に電気的に接続してオーデ
ィオ機器の筐体に接地される。
【００２８】
　その他の２つのラグ固定用ボス部１１４は、それぞれ、ハウジング本体１１０を挟んで
コネクタ固定用ボス部１１１の反対側（ハウジング本体１１０の裏面側）の位置に形成さ
れており、それらの端面には、対応するコネクタ固定用ボス部１１１の２つの端子挿入用
スロット１１１１の一方につながるラグ挿入用スロット１１４２が形成されている。２本
の端子用ラグそれぞれの一方の端部は、これらのラグ固定用ボス部１１４のラグ挿入用ス
ロット１１４２にはめ込まれ、対応する端子挿入用スロット１１１１に挿入された端子板
１２の脚部１２２に電気的に接続される。
【００２９】
　このように各ラグ固定用ボス部１１４に一方の端部を固定された３本のラグは、ラグ保
持部１１５に向かうように所定の方向に折り曲げられ、それぞれのラグ保持部１１５は、
対応するラグを保持して、その他方の端部を、ＰＣＢのホール孔のレイアウトに応じて定
まる位置に導く。そして、ＰＣＢに形成された係合穴にスナップフィット部がはめ込まれ
ると、３本のラグの他方の端部はＰＣＢの所定のホール孔に電機的に接続される。
【００３０】
　つぎに、このような取付けベース１を用いたプッシュタイプおよびスクリュータイプの
スピーカ端子１００Ａ、１００Ｂの構成をそれぞれ説明する。
【００３１】
　（１）プッシュタイプのスピーカ端子１００Ａ
　図２（Ａ）は、本実施の形態に係るプッシュタイプのスピーカ端子１００Ａの外観図で
あり、図２（Ｂ）は、スピーカ端子１００Ａにおけるプッシュタイプのコネクタ２の取付
け部の断面図である。
【００３２】
　図示するように、本実施の形態に係るプッシュタイプのスピーカ端子１００Ａは、２つ
のプッシュタイプのコネクタ２と、上述の取付けベース１と、各コネクタ２を取付けベー
ス１に固定するナット４と、を有している。
【００３３】
　ここで用いるプッシュタイプのコネクタ２は、金属製のスタッド２１と、スタッド２１
の一方の端部に押し込み可能にかぶせられた円筒状の樹脂製キャップ２２と、スタッド２
１の一方の端面とキャップ２２の頭部２２１との間に介在する不図示のスプリング等の弾
性体と、スタッド２１に対するキャップ２２の移動を所定範囲に制限するラッチ２３と、
を有している。
【００３４】
　スタッド２１は、段付き円柱状のシャフト部２１１と、シャフト部２１１の一方の端面
に一体的に形成された雄ネジ部２１２と、を有している。
【００３５】
　シャフト部２１１は、互いに径の異なる２つの円筒部を有する。具体的には、シャフト
部２１１は、大径部２１１１と、大径部２１１１と雄ネジ部２１２との間に介在する小径
部２１１２と、を有しており、大径部２１１１は、キャップ２２がかぶせられるキャップ
保持部２１１１として機能し、小径部２１１２は、端子部１２１の貫通穴１２３を介して
コネクタ固定用ボス部１１１の段付き貫通穴１１１２の小径部１１１２２に圧入される固
定部２１１２として機能する。
【００３６】
　キャップ保持部２１１１の外周には、キャップ保持部２１１１を径方向に貫通したラッ
チ挿入穴２１１３と、キャップ保持部２１１１をラッチ挿入穴２１１３の方向とほぼ垂直
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な径方向に貫通したケーブル挿入穴２１１４と、が形成されている。ラッチ挿入穴２１１
１２内には、ラッチ２３が、キャップ保持部２１１１の一方の端部にかぶせられたキャッ
プ２２の側面に軸方向に形成された後述のガイド穴２２３を介して挿入されて固定されて
いる。ここで、ラッチ２３の両端部は、ラッチ挿入穴２１１３の両側から突き出しており
、それぞれがキャップ２２の円筒部２２２のガイド穴２２３内に配置されている。これに
より、キャップ２２は、ラッチ２３がガイド穴２２３内を移動する範囲で、キャップ保持
部２１１１の軸方向にスライドする。このため、ユーザは、キャップ２２を押し込むこと
により、キャップ２２の側面に形成された後述のケーブル挿入口２２４の位置をキャップ
保持部２１１１のケーブル挿入穴２１１４に合わせることができる。
【００３７】
　固定部２１１２の外周面には、ケーブル挿入穴２１１４に対して所定の位置関係にある
位置に、固定部２１１２の軸方向に沿った周り止め用の平坦面２１１５が形成されている
。この平坦面２１１５は、コネクタ固定用ボス部１１１の段付き貫通穴１１１２の小径部
１１１２２の内周に形成された平坦面１１１２３と面接触することによって、キャップ保
持部２１１１のケーブル挿入穴２１１４の両開口をカバー部１１２のケーブル挿入口１１
２１に向けて位置付けるとともに、ハウジング本体１１０に対するスタッド２１の回転を
阻止する。また、この固定部２１１２は、コネクタ固定用ボス部１１１の厚さよりも短く
形成されている。このため、キャップ保持部２１１１および固定部２１１２間に形成され
た段差面と、コネクタ固定用ボス部１１１の大径部１１１２１側の表面との間に端子部１
２１が挟み込まれるまで、コネクタ固定用ボス部１１１の段付き貫通穴１１１２の小径部
１１１２２に固定部２１１２を圧入すると、雄ネジ部２１２が、ハウジング本体１１０の
裏面側に突き出す。
【００３８】
　キャップ２２は、スタッド２１のキャップ保持部２１１１が挿入される円筒部２２２と
、円筒部２２２の一端をふさぐ頭部２２１と、を一体的に有している。頭部２２１内には
スプリング等の弾性体が収容されており、スタッド２１のキャップ保持部２１１１の一方
の端部にキャップ２２が押し込まれると、この弾性体は、頭部２２１とキャップ保持部２
１１１の一方の端面とによって圧縮され、その復元力によりキャップ２２を押し戻す。
【００３９】
　円筒部２２２には、ラッチ２３の移動範囲を規定する２つのガイド穴２２３と、ケーブ
ル挿入口２２４と、があけられている。２つのガイド穴２２３は、キャップ２２の軸方向
に沿って形成された、互いに対向する長穴であり、それらの内側に両端部が配置されるラ
ッチ２３の移動を所定の範囲に制限する。ケーブル挿入口２２４は、ラッチ２３の可動範
囲でキャップ２２がスライドしている間に、キャップ保持部２１１１のケーブル挿入穴２
１１４上を通過する位置に形成されている。
【００４０】
　このようなプッシュタイプのコネクタ２は、以下のようにして取付けベース１に取り付
けられる。
【００４１】
　スタッド２１の小径部２１１２の外周面に形成されている平坦部２１１５を、コネクタ
固定用ボス部１１１の段付き貫通穴１１１２の小径部１１１２２の内周に形成された平坦
面１１１２３側に向けて、キャップ２２から突き出したスタッド２１を、端子部１２１の
貫通穴１２３を介して、カバー部１１２内側のコネクタ固定用ボス部１１１の段付き貫通
穴１１１２に挿入する。そして、スタッド２１のキャップ保持部２１１１および固定部２
１１２間に形成された段差面と、コネクタ固定用ボス部１１１の段付き貫通穴１１１２の
大径部１１１２１側の表面との間に端子部１２１が挟み込まれるまで、コネクタ固定用ボ
ス部１１１の段付き貫通穴１１１２の小径部１１１２２に固定部２１１２を圧入する。こ
こで、スタッド２１の小径部２１１２の外周に形成されている平坦部２１１５が、コネク
タ固定用ボス部１１１の段付き貫通穴１１１２の小径部１１１２２の内周に形成された平
坦面１１１２３と面接触するため、キャップ保持部２１１１のケーブル挿入穴２１１４の
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両開口がカバー部１１２のケーブル挿入口１１２１に向けて位置付けられるとともに、ハ
ウジングに対するスタッド２１の回転が阻止される。
【００４２】
　コネクタ固定用ボス部１１１の段付き貫通穴１１１２の小径部１１１２２に固定部２１
１２を圧入することにより、スタッド２１の雄ネジ部２１２が、コネクタ固定用ボス部１
１１の段付き貫通穴１１１２からハウジング本体１１０の裏面側に突き出す。この雄ネジ
部２１２にナット４を締結することにより、スタッド２１が端子部１２１に確実に密着す
るととともに、プッシュタイプのコネクタ２が、キャップ保持部２１１１のケーブル挿入
穴２１１４の両開口をカバー部１１２のケーブル挿入口１１２１に向けた姿勢で、ハウジ
ング本体１１０に固定される。
【００４３】
　この状態において、キャップ２２から突き出したスタッド２１は、カバー部１１２のケ
ーブル挿入口１１２１からの露出領域を除き、カバー部１１２とキャップ２２とにより覆
われている。このため、配線接続の際、ホット金属部であるスタッド２１とＨＤＭＩケー
ブル、ＵＳＢケーブル等の接続ケーブルの端子部分との接触をより確実に防止することが
できる。
【００４４】
　（２）スクリュータイプのスピーカ端子１００Ｂ
　図３（Ａ）は、本実施の形態に係るスクリュータイプのスピーカ端子１００Ｂの外観図
であり、図３（Ｂ）は、スピーカ端子１００Ｂにおけるスクリュータイプのコネクタ３の
取付け部を示した断面図である。
【００４５】
　図示するように、本実施の形態に係るスクリュータイプのスピーカ端子１００Ｂは、２
つのスクリュータイプのコネクタ３と、上述の取付けベース１と、各コネクタ３を軸方向
に送るナット５と、を有している。
【００４６】
　ここで用いるスクリュータイプのコネクタ３は、金属製のスタッド３１と、スタッド３
１の外周面を覆う樹脂製のつまみ３２と、を有している。
【００４７】
　スタッド３１は、一方の端面にバナナプラグ挿入口３１３が形成されたシャフト部３１
１と、シャフト部３１１の他方の端面に一体的に形成された雄ネジ部３１２と、を有して
いる。
【００４８】
　つまみ３２は、シャフト部３１１の外周面を覆う段付きの円筒形状を有している。具体
的には、カバー部１１２の内径よりも外径の小さな小径部３２１と、小径部３２１よりも
バナナプラグ挿入口３１３側に位置する大径部３２２と、を有している。シャフト部３１
１の一方の端面（バナナプラグ挿入口３１３）は、つまみ３２の大径部３２２の端部から
露出し、シャフト部３１１の他方の端面および雄ネジ部３１２は、つまみ３２の小径部３
２１の端部から突き出している。
【００４９】
　このようなスクリュータイプのコネクタ３は、以下のようにして取付けベース１に取り
付けられる。
【００５０】
　この場合には、コネクタ３のネジ部３１２を軸方向に送るためのナット５を、コネクタ
固定用ボス部１１１の段付き貫通穴１１１２の大径部１１１２１内にはめ込んでから、コ
ネクタ固定用ボス部１１１の上面に端子部１２１を固定しておく。
【００５１】
　つまみ３２の小径部３２１から突き出した雄ネジ部３１２を、端子部１２１の貫通穴１
２３を介して、コネクタ固定用ボス部１１１の段付き貫通穴１１１２の大径部１１１２１
内のナット５にねじ込む。そして、コネクタ固定用ボス部１１１の段付き貫通穴１１１２
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からハウジング本体１１０の裏面側に突き出した雄ネジ部３１２の所定の位置をかしめる
ことにより、コネクタ固定用ボス部１１１の段付き貫通穴１１１２からの雄ネジ部３１２
の抜け出しを阻止する。これにより、スクリュータイプのコネクタ３が、シャフト部３１
１の他方の端面を端子部１２１に対向させた姿勢で、ハウジング本体１１０に固定される
。
【００５２】
　この状態において、ユーザがつまみ３２の大径部３２２を所定の方向に回転させると、
ナット５に対する雄ネジ部３１２の回転により、つまみ３２の小径部３２１がカバー部１
１２内に挿入され、シャフト部３１１の他方の端面が端子部１２１に向かう方向にコネク
タ３が送られる。
【００５３】
　つぎに、オーディオ機器のリアパネル内におけるスピーカ端子１００Ａ、１００Ｂのレ
イアウトについて説明する。
【００５４】
　図４（Ａ）は、オーディオ機器のリアパネル７内におけるスピーカ端子１００Ａ、１０
０Ｂのレイアウトの一部を示した図であり、図４（Ｂ）は、スピーカ端子１００Ａ、１０
０Ｂのリアパネル７への取付けを説明するための図である。
【００５５】
　図示するように、オーディオ機器のリアパネル７には、オーディオチャネル７３ごとに
２つの貫通穴７２が形成されている。これらの貫通穴７２は水平方向に沿って一列に並べ
られている。
【００５６】
　ＰＣＢに接続された各オーディオチャネルのスピーカ端子１００Ａ、１００Ｂは、ハウ
ジング本体１１０の表面をオーディオ機器のリアパネル７の裏面に対向させた姿勢でオー
ディオ機器の筐体内に配置されている。各スピーカ端子１００Ａ、１００Ｂの取付けベー
ス１のカバー部１１２およびコネクタ２、３は、対応するオーディオチャネルの２つの貫
通穴７２にオーディオ機器のリアパネル７の裏面側から挿入され、オーディオ機器のリア
パネル７側に突き出している。
【００５７】
　この状態で、オーディオ機器のリアパネル７にオーディオチャネルごとに形成された貫
通穴７１に挿入されたネジ６が各スピーカ端子１００Ａ、１００Ｂの取付けベース１のネ
ジ穴１１４１にそれぞれ締結されている。これにより、各スピーカ端子１００Ａ、１００
Ｂはオーディオ機器のリアパネル７に固定されるとともに、アース用ラグがオーディオ機
器の筐体に接地される。
【００５８】
　このようにオーディオ機器のリアパネル７に固定された複数のスピーカ端子１００Ａ、
１００Ｂのコネクタ２、３は、オーディオ機器のリアパネル７内においてほぼ水平に一列
に並ぶように配置されている。このため、各スピーカ端子１００Ａ、１００Ｂのカバー部
１１２のケーブル挿入口１１２１は、それぞれ上方および下方に向けて開口しており、い
ずれのスピーカ端子１００Ａ、１００Ｂのコネクタ２、３によっても、その上方をふさが
れていない。このため、ユーザは、スピーカケーブルの先端から露出した芯線を、他のス
ピーカ端子１００Ａ、１００Ｂのコネクタ２、３と干渉させずに、意図するスピーカ端子
１００Ａ、１００Ｂのカバー部１１２のケーブル挿入口１１２１に上方から下方に向けて
スムーズに挿入することができる。
【００５９】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、プッシュタイプのスピーカ端子１００Ａ
およびスクリュータイプのスピーカ端子１００Ｂ間において取付けベース１を共通化した
ため、プッシュタイプおよびスクリュータイプのいずれのタイプのコネクタ２、３も共通
の取付けベース１に取り付けることができる。このため、プッシュタイプのスピーカ端子
１００Ａとスクリュータイプのスピーカ端子１００Ｂとの間でＰＣＢを共通化することが
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できる。例えば、共通の取付けベース１に対してプッシュタイプおよびスクリュータイプ
のコネクタ２、３を使い分けることができるため、タイプの異なるスピーカ端子が搭載さ
れる製品間でいわゆるＰＣＢコンパチビリティを実現することができる。これにより、仕
向け、クラス等、製品モデルの枠を超えてＰＣＢの共通化を図ることができるため、製造
コストを低減することができる。また、異なる製品モデル間でＰＣＢコンパチブルの設計
を行うことができるため、設計効率を向上させることができる。
【００６０】
　また、プッシュタイプのスピーカ端子１００Ａにおいて、樹脂製のキャップ１１２から
突き出したスタッド２１は、樹脂製のカバー部１１２のケーブル挿入口１１２１からの露
出領域を除き、樹脂製のカバー部１１２と樹脂製のキャップ２２とにより保護されている
ため、配線接続の際、ホット金属部であるスタッド２１とＨＤＭＩケーブル、ＵＳＢケー
ブル等の接続ケーブルの端子部分との接触をより確実に防止することができる。このため
、信頼性がさらに向上する。このことは、樹脂製のつまみ３２と樹脂製のキャップ２２と
によりホット金属部が保護されるスクリュータイプのスピーカ端子１００Ｂにおいても同
様である。
【００６１】
　また、プッシュタイプおよびスクリュータイプのいずれのタイプのスピーカ端子１００
Ａ、１００Ｂにおいても、カバー部１１２のケーブル挿入口１１２１が、２つのコネクタ
２、３の並びに対して垂直な方向に向けられているため、例えば、オーディオ機器のリア
パネル７内に複数のスピーカ端子１００Ａ、１００Ｂのコネクタ２、３を水平に配列した
場合（水平レイアウト）、ユーザは、スピーカケーブルの芯線を、他のスピーカ端子１０
０Ａ、１００Ｂのコネクタ２、３と干渉させずに、意図するスピーカ端子１００Ａ、１０
０Ｂのケーブル挿入口１１２１に上方から下方に向けてスムーズに挿入することができる
。このため、配線接続の際の操作性が向上する。
【００６２】
　なお、本実施の形態においては、カバー部１１２のケーブル挿入口１１２１が、コネク
タ２、３の並びに対して垂直な方向に開口しているが、必ずしも、このようにする必要は
ない。カバー部１１２のケーブル挿入口１１２１の向きは、オーディオ機器のリアパネル
７等におけるスピーカ端子１００Ａ、１００Ｂのレイアウト等に応じて適宜定めればよい
。
【００６３】
　以上、本実施の形態では、オーディオ機器に用いられるスピーカ端子１００Ａ、１００
Ｂへの適用を例にとり説明したが、本発明は、スピーカ端子に限らず、スクリュータイプ
とプッシュタイプとが併存する様々な端子に適用可能である。
【符号の説明】
【００６４】
１：取付けベース、　２：プッシュタイプのコネクタ、　３：スクリュータイプのコネク
タ、　４、５：ナット、　６：ネジ、　７：リアパネル　、１１：ハウジング、　１２：
端子板、　２１：スタッド、　２２：キャップ、　２３：ラッチ、　３１：スタッド、　
３２：つまみ、　７１、７２：貫通穴、　７３：オーディオチャネル、　１００Ａ：プッ
シュタイプのスピーカ端子、　１００Ｂ：スクリュータイプのスピーカ端子、　１１０：
ハウジング本体、　１１１：コネクタ固定用ボス部、　１１２：カバー部、　１１３：ス
ナップフィット部、　１１４：ラグ固定用ボス部、　１１５：ラグ保持部、　１２１：端
子部、　１２２：脚部、　１２３：貫通穴、　１２４：係止爪、　２１１：シャフト部、
　２１２：雄ネジ部、　２２１：頭部、　２２２：円筒部、　２２４：ケーブル挿入口、
　３１１：シャフト部、　３１２：雄ネジ部、　３１３：バナナプラグ挿入口、　３２１
：小径部、　３２２：大径部、　１１１１：端子挿入用スロット、　１１１２：段付き貫
通穴、　１１１３：溝、　１１４１：ネジ穴、　１１２１：ケーブル挿入口、　１１４２
：ラグ挿入用スロット、　１２１１：貫通穴、　２１１１：キャップ保持部、　２１１２
：固定部、　２１１３：ラッチ挿入穴、　２１１４：ケーブル挿入穴、　２１１５：平坦
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面、　１１１２１：大径部、　１１１２２：小径部、　１１１２３：平坦面

【図１】 【図２】
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